
令和 4年度 第 2回運営推進会議議事録 記載日 令和 4年 6月 14日 

看護小規模多機能ホームやすらぎ   記載者 長田 美紀 

議題 １．利用状況 

２．交流・行事の実施状況 

３．事故・苦情の状況 

４．その他 

 

日時 令和 4年 6月 14日（火）紙面開催  

出席者 

敬称略 

三入・可部地域包括支援センター       佐々木真知子 

上中 3区 町内会会長            三反田 學 

広島市民生委員               藤原 照夫 

グループホームなごみの郷亀山        廣森 靖司 

ご利用者ご家族代表             植田 美鈴 

看護小規模多機能ホームやすらぎ       長田 美紀、大道 麻衣子 

議事 1．利用状況（令和 4年  5/31 現在）               

【看護小規模多機能ホームやすらぎ登録者 25名/29名（登録定員）】 

要介護 1： 0人 要介護 2： 2人  

要介護 3： 6人 要介護 4： 8人 

要介護 5： 7人 区分変更申請中 2人 

＊平均介護度： 3.87（前回 3.91） 

＊平均年齢 ： 82.8歳（52～97歳） 

・新規利用… 4月 2名  ターミナルケア、看取り     

5月 6名  ターミナルケア、慢性疾患管理 

・利用終了… 4月 4名  ご逝去、サービス事業所変更（１名）  

5月 3名  ご逝去、特養入所（１名） 

     

    【通い】 

   利用者実数：25名/25名 

   一日平均利用者数：4月⇒10.6名/日 5月⇒11.6名/日  

 

  【訪問】 

    看護： 19名/25名 

    介護： 18名/25名 

 

  【泊まり】 

   利用実人数：13名/25名 

   平均宿泊者人数  5.46名（4/1-5/31の平均）   

延べ宿泊者数   334名 （4/1-5/31） 

   長期宿泊者人数  1名 

 



 

2．交流・行事等の実施状況 

COVID-19感染症予防対策強化中につき外部ボランティアは自粛 

  【交流についての対応状況】 

・事業所内での少人数でのレクリエーションの実施 

・ご利用者の趣味嗜好に合わせた時代劇や映画の DVD鑑賞（随時） 

・個別の趣味嗜好に合わせた個人作成（絵画・手芸・工作）。 

・利用中の面会は必要性を家族と検討し対応。 

・面会の必要がある場合は 1名のみで 15分以内で対応。 

・ご家族には面会制限を行うことで情報の行き来に不足が生じないよ

うに、連絡ノートを活用。 

・希望者には電話連絡を実施。 

・お誕生日会（記念写真とバースデイケーキでお祝い）。 

 

3．事故・苦情の状況（4/1-5/31） 

   事故…0件 

苦情…0件 

  

 

4．その他・今後の予定 

 【COVID-19関連報告】 

  ４/１～5/31 事業所内の職員１名に感染者（PCR 陽性）認めた。就業

中に発熱し、即座に二宮内科発熱外来へ受診した。その職員の家族も PCR

陽性者が認められた。他の職員や、ご利用者への感染はなく保健所から

も特に指示はなかった。入浴介助中の発症であったが、マスクとフェイ

スシールドを着用してご利用者のケアにあたっていたため、濃厚接触認

定もなかった。引き続き職員はケアを行うときはフェイスシールドの着

用を徹底している。 

  5/27 夜勤勤務をしていた職員の子供に陽性判定がでたと知らせがき

たが、職員自身に症状はなく自宅待機中である。ご利用者への感染者も

いない。保育園や学校の休園・休校で低年齢の子供を養育する職員につ

いては、仕事をお休みしてもらっている。職員間で連携をとり、休んだ

職員が自責の念に駆られないように配慮した声掛けを行っている。 

  法人の行動指針として、若年者の感染率が上昇しており、当法人の就

業者の 5割弱が子育て世代であることもあり、参集での研修や会議開催

に条件が設けられた。会議室の広さにより、参集人数の制限を設定して

いる。これにより、やすらぎ館内の会議室、および事業所相談室の使用

ができないため運営推進会議を紙面開催とした。 

 

 



 

【長期連泊者の報告】 

 ご利用者 1名、癌末期で転移が複数あり今後看取りまでのターミナルケ

アをしていく予定。主介護者が就労中で、現在仕事を調整中。連泊では

あるが、日中自宅に一時帰宅し過ごすこともある。要介護 4で、車いす

生活と尿道留置カテーテルが入っている状態ではあるが、可能な限り自

宅に帰れる機会を設けている。 

 

【長期連泊の承認について】 

 終末期の親を抱えながらの就労はサポートなしではできない。病名によ

っては、予後の長さも変わるのではないかと推測するが、ご本人とご家

族にとって今必要であり、ほかのご利用者に影響がないのであれば連泊

は妥当である。その方の今後の方向性については、事業所の管理者やケ

アマネジャーが支援していると思う。 

 

【情報共有】 

 ５月に安佐市民病院が移転して、急性期特化の治療に専念し、地域の医

療機関や介護・福祉施設との連携をさらに強化していく流れになってい

ます。入院期間は、治療をするかしないかで変わり、アドバンスケアプ

ラン（ACP 人生会議）の意義がこれから目の当たりにする場面が増え

ていくと思います。地域の開業医も、患者本人の自分が受ける医療と介

護についての意思決定を積極的に支援するようになりはじめました。看

多機やすらぎにも退院後の生活について、終末期の方や心不全や呼吸不

全で入退院を繰り返す方の受け入れ相談が増えています。 

 

【次回の運営推進会議】 

 令和 4年 8月 9日（火）10：00-11：00 

  状況により、紙面開催となることもあります。 

 

                                                                                      

以上。 


